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4243 建設業界 2019.2 2019.2建設業界

ニ
ー
ズ
を
多
角
的
か
つ
細
や
か
に
吸
い

上
げ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
施
設

と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

中
で
、「
ボ
ッ
ク
ス
」
を
い
く
つ
設
け
る

の
が
適
切
か
数
多
く
の
ス
タ
デ
ィ
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲
を

め
ぐ
る
動
線
の
空
間
検
証
か
ら
、
奇
数

で
あ
る
五
つ
が
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た

と
い
う
経
緯
も
興
味
深
い
。
ま
た
、
そ

の
動
線
は
会
津
の
さ
ざ
え
堂
の
よ
う
に
、

ス
ロ
ー
プ
と
階
段
を
交
え
て
空
間
の
連

続
的
な
変
化
と
多
様
な
場
を
も
た
ら
し

て
お
り
、
様
々
な
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
る
。
環

境
配
慮
と
し
て
は
、
穏
や
か
な
中
間
期

が
長
い
地
域
特
性
を
生
か
し
、
自
然
換

気
窓
を
適
切
に
配
置
し
て
複
雑
な
形
状

の
内
部
空
間
を
絡
ま
る
よ
う
に
風
が
流

れ
る
よ
う
気
流
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
採
光
は
外
周
か
ら
の
十
分
な
光

と
、
吹
抜
け
部
分
を
経
由
す
る
ハ
イ
サ

イ
ド
ラ
イ
ト
が
効
果
的
に
空
間
を
演
出

し
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｃ
造
の
ボ
ッ
ク
ス
周
囲
は
Ｓ
造
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
ピ
ン
接
合
の
フ
ラ

ッ
ト
バ
ー
柱
、
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
表
し

の
複
合
ス
ラ
ブ
等
、
複
雑
な
形
状
と
な

っ
て
い
る
。
Ｒ
Ｃ
と
取
り
合
う
部
分
の

選
評

太
田
市
美
術
館
・

図
書
館
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2018年 第59回
BCS賞受賞作品紹介

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2018年で59回を数えます。

　

群
馬
県
南
東
部
に
あ
る
太
田
市
の
駅

前
に
立
つ
文
化
交
流
施
設
で
あ
る
。
太

田
市
は
人
口
約
二
二
〇
、〇
〇
〇
人
の

北
関
東
随
一
の
工
業
都
市
で
あ
り
、
駅

の
乗
降
客
は
一
〇
、〇
〇
〇
人
／
日
を

超
え
る
が
、
多
く
の
地
方
都
市
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
駅
前
の
商
店
街
は
閑
散

と
し
て
い
る
。
発
注
者
で
あ
る
太
田
市

は
こ
こ
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
市

民
や
駅
利
用
者
が
気
軽
に
滞
在
で
き
る

場
と
し
て
、
美
術
館
機
能
と
図
書
館
機

能
を
整
備
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ

の
機
能
を
単
に
結
合
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
有
機
的
に
連
携
す
る
こ
と
で

個
々
の
機
能
を
超
え
た
新
た
な
価
値
を

創
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
機
能
連
携
の
背
景
に
は
、
た
ま

た
ま
二
つ
の
公
共
施
設
が
必
要
だ
っ
た

と
い
う
状
況
が
あ
る
に
せ
よ
、
建
築
主

で
あ
る
行
政
側
に
機
能
複
合
の
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
、
そ
れ
を
効
果
的
な
形
で
具

現
化
で
き
て
い
る
点
が
最
も
評
価
で
き

る
。
さ
ら
に
そ
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
市
民

＞＞ 太田市美術館・図書館



4445 建設業界 2019.2 2019.2建設業界

計画概要 建築主：太田市 設計者：㈱平田晃久建築設計事務所 施工者：�石川建設㈱ 所在地：群馬県太田市東本町16-30
竣工日：2016年12月28日

敷地面積：�4,641㎡
建築面積：�1,496㎡
延床面積：�3,152㎡

階数：地上3階、地下1階
構造：�鉄筋コンクリート造、鉄骨造

館と図書館が交じり合って、街の中を歩いて
いる感覚は、“また来よう”という気持ちにな
る空間であり、市民の人気スポットの1つと
なりました。この度のBCS賞の受賞も誇り
となっています。
　今後も、多彩な美術作品を紹介する美術館、
子どもたちの豊かな情操を育くむ図書館、落
語や映画上映が楽しめるホール、それぞれの
特性を生かして幅広い世代に親しんでいただ
けるよう事業を展開してまいります。

　「まちに創造性をもたらす、知と感性のプ
ラットホーム」として、太田市美術館・図書
館は誕生しました。2017年1月の開館以来1
年で来館者30万人を達成し昨年12月末で60
万人を数え、多くの方々にご利用いただいて
おります。
　市民とのワークショップを重ねて出来上が
った設計は、偶然にも市内に伝わる国指定重
要文化財、曹源寺栄

さ ざ え

螺堂（太田市東今泉町）の
ような巡る構造となっています。まさに美術

知と感性のプラットホームを目指して建築主
より

２階の絵本・児童書コーナーは、机と椅子のある落ち着いた空間。靴を脱いでくつろぐ空間もある。（写真撮影：Daici Ano）

＞＞ 太田市美術館・図書館

ア
ン
カ
ー
と
鉄
筋
の
納
ま
り
等
、
難
易

度
の
高
い
施
工
が
要
求
さ
れ
る
中
、
施

工
者
は
高
い
次
元
で
そ
れ
に
応
え
て
い

る
。
特
に
中
央
部
の
螺
旋
階
段
は
、
大

き
な
さ
さ
ら
に
切
れ
込
み
を
入
れ
て
た

た
く
こ
と
で
美
し
い
曲
面
を
つ
く
り
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
部
へ
の
気
遣
い
が
感
じ
ら

れ
る
デ
ィ
テ
ー
ル
と
相
ま
っ
て
施
工
技

術
と
デ
ザ
イ
ン
が
高
い
次
元
で
融
合
し

て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
屋
上
植
栽

の
施
さ
れ
た
躯
体
防
水
の
納
ま
り
や
開

放
さ
れ
る
各
部
分
の
雨
ど
い
に
つ
い
て

は
や
や
心
配
さ
れ
る
部
分
も
見
受
け
ら

れ
た
。

　

我
々
が
訪
れ
た
平
日
の
昼
間
で
も
、

若
い
親
子
連
れ
や
高
齢
者
の
集
ま
り
等
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
が
思
い
思
い
の
場

所
で
く
つ
ろ
ぐ
姿
が
見
ら
れ
た
。
周
囲

の
商
店
街
に
も
徐
々
に
活
気
が
戻
っ
て

き
て
お
り
、
こ
の
施
設
の
存
在
と
と
も

に
新
し
い
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
が
出
来
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

 ［
選
考
委
員
］

山
本
圭
介
・
山
本
茂
義
・
賀
持
剛
一 上・下／それぞれ自分の場所を見つけることが可能な多様な空

間が広がる。（写真撮影：Daici Ano）

太田市長

清水聖義
Masayoshi Shimizu

設計者
より

場所にするために、設計上の重要な決定を市
民との話し合いの場で行いました。様々な意
見を手掛かりに案をまとめ上げた結果、異な
る背景や年齢層の人々がそれぞれ自分の場所
を見出せる、多種多様な場の集合体ができま
した。それは様々な生物種が共存する自然の
生態系のようでもあります。
　市民の有志、市長や市役所、施工者、設計
者が志を共有して総合的につくり上げた、新
しい時代の公共建築です。

　太田市は人口22万人を超える、ものづく
りが盛んな豊かな都市です。しかし駅前を歩
く人は疎らで、街は活気を失っていました。
この建築は、駅前に人々の賑わいを再びつく
り出すための拠点として構想されました。私
たちはその目的にふさわしく、気軽に立ち寄
れる立体的な街のような建築を提案しました。
　周囲の建物のような5つのコンクリートの
箱と、その周りをぐるぐると回る道のような
スロープが特徴です。本当に人々に使われる

公共建築という生態系

株式会社平田晃久
建築設計事務所

平田晃久
Akihisa Hirata

施工者
より

ため、協力会社とともに造り込んでまいりま
した。このプロジェクトに関わったすべての
方々の結晶とも言える建築物であり、竣工時
の感動を忘れることが出来ません。　
　皆で造り込んだ太田市美術館・図書館を存続
させるため、「建ててからが本当のお付き合い」
を合言葉に、地域の発展に努めてまいります。
　また、太田市民の一人として、かつての賑
わいを取り戻した駅前商店街の更なる発展を
期待しております。

　太田市美術館・図書館は、駅前商店街の活
性化の拠点として計画された建築物で、その
意図を感じられる部位が多数存在しています。
多種多様な施設利用者の居心地の良い空間を
創造すべく、独創的かつ繊細で美しく表現さ
れた建築物であり、同時に、施工者泣かせな
設計であることも率直な感想です。
　「ものづくりのまち 太田」に生まれた私に
とっても、創造意欲を掻き立てられる設計で
あり、安心・安全な建築物を地域の活性化の

「建ててからが本当のお付き合い」

石川建設株式会社
工事本部 次長
（太田市美術館・
図書館作業所長）

小林哲也
Tetsuya Kobayashi

（写真撮影：Luca Gabino）


